
レジメン名　：キイトルーダ＋GC療法

疾患名　：胆道がん(外科）　

投与間隔（1コース期間）　：21日間

総コース数　：CDDPは８回まで

特記事項　：

投与
順序

レジメン内容
（医薬品名） 投与量

単位
(mg/㎡,V等）

投与方法
（手技）

投与時間
（速度等） 投与日(Day1等）

備考
（内服薬の用法等）

Rp. ｳﾞｨｰﾝF　500ｍL 1 本

硫酸マグネシウム　20ｍL 8 ｍL

キイトルーダ 200 mg/body

生理食塩液　100mL 1 本 30分 D1

3 ｳﾞｨｰﾝF　500ｍL 1 本 点滴静注：メイン 120分 D1、D8

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ点滴静注0.75mg 1 袋

デキサート　6.6mg 1 瓶

デキサート　1.65mg 2 本

生理食塩液　50ｍL 1 本

ラシックス注　20mg 1 本

シスプラチン 25 mg/㎡

生理食塩液　250ｍL 1 袋

ゲムシタビン 1000 mg/㎡

5%ブドウ糖液　100ｍL 1 本

8 生理食塩液50mL 1 本 点滴静注：側管 D1、D8 フラッシュ用

減量基準

減量規定
（副作用名等）

参考文献
Pembrolizumab in combination with gemcitabine and cisplatin compared with gemcitabine and cisplatin alone for patients with
advanced biliary tract cancer(KEYNOTE-966):a randomised,double-blind,placebo-controlled,phase 3 trial.

7
点滴静注：

側管 30分 D1、D8

減量条件
（検査値等） 抗癌剤名

減量割合等
（減量後の割合又は投与量）

5
点滴静注：

側管 15分 D1、D8

6
点滴静注：

側管 60分 D1、D8

フィルター付きセットを使
用すること

2
点滴静注：
メイン

4
点滴静注：

側管 15分 D1、D8
2本目のｳﾞｨｰﾝFと同時に
開始

D1、D81
点滴静注：
メイン 120分
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